
１－３．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

２．教科書、配布物

学校作成　授業ノート（プリント）

３．教材、教具

４．評価方法 科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

５．履修に当たっての留意点等　　　

電圧の分布を徹底して理解する

科 目 名 エンジン制御工学１

内          容

（専門、必須）

警告灯について

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) 異常検知、回路点検

テ    ー    マ回数
形態

（講義科目）

37 ○
構造･機能･点検

36 ○
構造･機能･点検

ﾌｭｰｴﾙ･ﾎﾟﾝﾌﾟ用DCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀのｽｲｯﾁﾝｸﾞ･ﾘﾚｰについて

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) 回路形態、信号形態

38 ○
構造･機能･点検 ﾌｭｰｴﾙ･ﾎﾟﾝﾌﾟ用DCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀのｽｲｯﾁﾝｸﾞ･ﾘﾚｰについて

ｱｸﾁｭｴｰﾀ（ｽｲｯﾁﾝｸﾞ） 異常検知の範囲、異常検知の回路、回路点検

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　エンジン電子制御装置

39 ○
科目認定試験① ｾﾝｻ

40 ○
科目認定試験② ｱｸﾁｭｴｰﾀ



（専門、必須）

３学年 通年

４ 単位 [履修時間数 ３５

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

構造･機能･点検 ﾌｭｰｴﾙ･ﾎﾟﾝﾌﾟ用DCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) 回路点検

構造･機能･点検 DCﾌﾞﾗｼﾓｰﾀ(ﾌﾟﾗｽ駆動、ﾏｲﾅｽ駆動)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) 回路構成、信号形態、異常検知、回路点検

構造･機能･点検 ﾎﾞﾙﾃｰｼﾞ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ式ﾌｭｰｴﾙ･ｲﾝｼﾞｪｸﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) (外部ﾚｼﾞｽﾀ式)

構造･機能･点検 ﾎﾞﾙﾃｰｼﾞ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ式ﾌｭｰｴﾙ･ｲﾝｼﾞｪｸﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) (内部ﾚｼﾞｽﾀ式)

構造･機能･点検 ｶﾚﾝﾄ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ式ﾌｭｰｴﾙ･ｲﾝｼﾞｪｸﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) 回路構成、信号形態

構造･機能･点検 ｶﾚﾝﾄ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ式ﾌｭｰｴﾙ･ｲﾝｼﾞｪｸﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) 異常検知、回路点検

構造･機能･点検 ｲｸﾞﾆｼｮﾝ･ｺｲﾙ(ﾏｲﾅｽ駆動)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｽｲｯﾁﾝｸﾞ) 異常検知、回路点検

構造･機能･点検 ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 種類、PWM制御、ｸﾛｯｸﾜｲｽﾞ

構造･機能･点検 ﾘﾆｱ･ｿﾚﾉｲﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ(ﾌﾟﾗｽ駆動回路、ﾏｲﾅｽ駆動回路)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 回路構成、信号形態、異常検知、回路点検

構造･機能･点検 ﾘﾆｱ･ｿﾚﾉｲﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ(外部駆動ｱﾝﾌﾟを有する駆動回路)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 回路構成、信号形態、異常検知、回路点検

構造･機能･点検 ﾘﾆｱDCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ(PWMの小規模ｱｸﾁｭｴｰﾀ)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 回路構成、信号形態

構造･機能･点検 ﾘﾆｱDCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ(PWMの小規模ｱｸﾁｭｴｰﾀ)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 異常検知、回路点検

構造･機能･点検 ﾘﾆｱDCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ(三相交流の小規模のｱｸﾁｭｴｰﾀ)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 駆動回路構成

構造･機能･点検 ﾘﾆｱDCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ(三相交流の小規模のｱｸﾁｭｴｰﾀ)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 駆動回路構成

構造･機能･点検

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動)

担当者名 教員D（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

15 ○
ﾘﾆｱDCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ(三相交流の小規模のｱｸﾁｭｴｰﾀ)

異常検知、回路点検

14 ○

13 ○

12 ○

11 ○

10 ○

9 ○

8 ○

7 ○

6 ○

5 ○

4 ○

3 ○

2 ○

1 ○

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

講義概要 多様化するエンジン電子制御装置のうち、アクチュエータの構造･作動･点検方法を
学ぶとともに、高度診断技術として系統ごとの故障探究方法を学習する。

到達目標 ・アクチュエータの点検方法について理解する
・通信信号（ＣＡＮ）の構造と通信方法について理解する

科 目 名 エンジン制御工学２ （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

構造･機能･点検 ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 回路構成、信号形態、異常検知

構造･機能･点検 ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ(小規模ﾕﾆﾎﾟｰﾗ･二相励磁式)

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾘﾆｱ駆動) 回路構成、信号形態、異常検知

CAN通信信号の概要

原理と基本構成

CAN通信信号の概要

原理と基本構成

CAN通信信号の概要

通信信号概要

通信信号 CAN通信ｼｽﾃﾑの概要

CAN概要 ｲﾒｰｼﾞ、基本構成

通信信号 高速側CANﾊﾞｽのﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ･ｴﾝﾄﾞの信号波形

CAN通信ｼｽﾃﾑの原理 低速側CANﾊﾞｽのﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ･ｴﾝﾄﾞの信号波形

通信信号 回路点検

CAN通信ｼｽﾃﾑの点検 ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟによる各信号波形の観測

通信信号 ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀによる点検

CAN通信ｼｽﾃﾑの点検

練習問題

解答及び解説

34 ○
科目認定試験② 科目認定試験②

35 ○
科目認定試験②振り返り

33 ○
CAN通信、ECU制御

32 ○
ECUの制御 ｼﾞｰｾﾞﾙ・ｴﾝｼﾞﾝ関連の信号波形

各信号波形が運転状況でどのように変化するか

31 ○
ECUの制御 ｼﾞｰｾﾞﾙ・ｴﾝｼﾞﾝ関連の信号波形

運転状況ごとの各信号波形

30 ○
ECUの制御 ｶﾞｿﾘﾝ・ｴﾝｼﾞﾝ関連の信号波形

各信号波形が運転状況でどのように変化するか

29 ○
ECUの制御 ｶﾞｿﾘﾝ・ｴﾝｼﾞﾝ関連の信号波形

運転状況ごとの各信号波形

28 ○
通信信号 ｼﾝｸﾞﾙ･ｴﾝﾄﾞのCANﾊﾞｽ･ﾗｲﾝの点検、終端抵抗の診断

CANバス診断 CANバス診断のまとめ

27 ○
通信信号 低速CANﾊﾞｽの診断

CANバス診断

26 ○
通信信号 高速側CANﾊﾞｽの診断

CANバス診断

25 ○

24 ○

23 ○

22 ○

21 ○
通信信号

CAN概要

20 ○
通信信号

CAN概要

19 ○
科目認定試験①振り返り

通信信号　CAN概要

18 ○
科目認定試験① 科目認定試験①

17 ○

16 ○

科 目 名 エンジン制御工学２ （講義科目） （専門、必須）

回数
形態

テ    ー    マ 内          容



２．教科書、配布物

学校作成　授業ノート（プリント）

３．教材、教具

４．評価方法 科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

５．履修に当たっての留意点等　　　

電圧の分布を徹底して理解する

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　エンジン電子制御装置



（専門、必須）

３学年 前期

４ 単位 [履修時間数 ４０

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

担当者名 教員D（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

15 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾌﾟﾗｽ･ﾏｲﾅｽ駆動回路)

14 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀの回路構成

13 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ｽｲｯﾁ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀの回路構成

12 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ｽｲｯﾁ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀの回路構成

11 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 周波数信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 磁気抵抗素子、ﾎｰﾙ素子

10 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 (ｽﾛｯﾄﾙ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ･ｾﾝｻ)回路点検

9 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 (ｽﾛｯﾄﾙ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ･ｾﾝｻ)ｴﾝｺｰﾀﾞの種類、構造、異常検知

8 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 (半導体式圧力ｾﾝｻ)種類、構造、異常検知

7 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 論理信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 (ｼﾌﾄ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ･ｾﾝｻ)異常検知、回路点検

6 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 論理信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 (ｼﾌﾄ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ･ｾﾝｻ)

5 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 論理信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 常閉接点ｽｲｯﾁ回路、異常検知、回路点検

4 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 論理信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 (ｽﾛｯﾄﾙ･ﾊﾞﾙﾌﾞ･ｽｲｯﾁ、ｵｰﾊﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ･ｽｲｯﾁ)

3 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 論理信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 異常検知、回路点検

2 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 各ｾﾝｻ

構造･機能･点検 論理ｾﾝｻの特徴

1 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 概要

概要 電源回路

テ    ー    マ 内          容

講義概要 多様化する自動車シャシ電子制御装置であるオートマチック･トランスミッション、
電動式パワー･ステアリングの構造、作動及び回路図について、これらの基本と応用
知識を活用した、実践的な診断整備技術の手法を学ぶ。

到達目標 ・オートマチック･トランスミッションのセンサやアクチュエータの作動及び、ＥＣＵ
　制御について理解する
・電動パワー・ステアリングのセンサやアクチュエータの作動及び、ＥＣＵ制御につ
　いて理解する

回数
形態

科 目 名 シャシ制御工学１ （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

概要

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

構造･機能･点検

34 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 DCﾌﾞﾗｼﾚｽ･ﾓｰﾀ(異常検知、回路点検)

35 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ EPS制御

構造･機能･点検 基本制御、補正制御、保護制御、ﾌｪｲﾙｾｰﾌ

33 ○
ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

DCﾌﾞﾗｼﾚｽ･ﾓｰﾀ(回路構成)

32 ○
ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

DCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ(異常検知、回路点検)

31 ○
ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

DCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ(ﾓｰﾀ制御、信号波形）

30 ○
ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

DCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ(回路構成)

29 ○
ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

差動ﾄﾗﾝｽ式ﾄﾙｸ･ｾﾝｻ

28 ○
ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

差動ﾄﾗﾝｽ式ﾄﾙｸ･ｾﾝｻ

27 ○
ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

半導体ﾄﾙｸ･ｾﾝｻ

26 ○
ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

ﾄﾙｸ･ｾﾝｻ

25 ○
論理ｾﾝｻ

光学式ﾓｰﾄﾞ切り替えｽｲｯﾁ

24 ○
論理ｾﾝｻ

機械式ﾓｰﾄﾞ切り替えｽｲｯﾁ

23 ○
論理ｾﾝｻ

機械式ﾓｰﾄﾞ切り替えｽｲｯﾁ

22 ○
概要

各ｾﾝｻ、ｱｸﾁｭｴｰﾀの取付場所及び役目

21 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 確認試験

構造･機能･点検

20 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ﾌｪｲﾙｾｰﾌ機能

構造･機能･点検

19 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ECUの制御

構造･機能･点検

18 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ(異常検知回路について)

17 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ｽﾃｯﾌﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ(異常検知)

16 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ｽﾃｯﾋﾟﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ(回路構成)

科 目 名 シャシ制御工学１ （講義科目） （専門、必須）

回数
形態

テ    ー    マ 内          容



１－３．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ EPS制御

構造･機能･点検 基本制御、補正制御、保護制御、ﾌｪｲﾙｾｰﾌ

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ 電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞのまとめ

２．教科書、配布物

３．教材、教具

４．評価方法 科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

５．履修に当たっての留意点等

電子制御ＡＴ及び電動式パワー・ステアリングの構造作動を確認する

科 目 名 シャシ制御工学１ （講義科目） （専門、必須）

39 ○
科目認定試験① 電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

基本的な電気回路から故障探求まで理解する

40 ○
科目認定試験② 電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　シャシ電子制御装置

38 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝのまとめ

37 ○

内          容

36 ○

回数
形態

テ    ー    マ



（専門、必須）

３学年 通年

４ 単位 [履修時間数 ３５

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

担当者名 教員D（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

15 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 論理ｾﾝｻ

構造･機能･点検 機械式圧力ｾﾝｻ(異常検知回路)

14 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 論理ｾﾝｻ

構造･機能･点検 機械式圧力ｾﾝｻ(構造と作動)

13 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ概要

概要

12 ○
ABS確認試験 確認試験

11 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ABS制御、ﾌｪｲﾙｾｰﾌ制御

構造･機能･点検

10 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ABS･ECU

構造･機能･点検

9 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ｽｲｯﾁ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾓｼﾞｭﾚｰﾀ･ﾊﾞﾙﾌﾞ(異常検知回路及び回路点検)

8 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ｽｲｯﾁ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾓｼﾞｭﾚｰﾀ･ﾊﾞﾙﾌﾞ(構造と作動)

7 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ｽｲｯﾁ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾓｰﾀ(異常検知回路及び回路点検)

6 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ｽｲｯﾁ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾓｰﾀ構造と作動)

5 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ 周波数信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 磁気抵抗素子式

4 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ 周波数信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 ﾊﾟﾙｽ･ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ式

3 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 加速度ｾﾝｻ

2 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ 論理ｾﾝｻ

構造･機能･点検 ｽﾄｯﾌﾟ･ﾗﾝﾌﾟ･ｽｲｯﾁ

1 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ 概要

概要 ｼｽﾃﾑ構造の確認

テ    ー    マ 内          容

講義概要 多様化する自動車シャシ電子制御装置であるアンチロック・ブレーキ・システム及び
オート・エアコンの構造、作動及び回路図について、これらの基本と応用知識を活用
した、実践的な診断整備技術の手法を学ぶ。

到達目標 ・アンチロック・ブレーキ・システムのセンサ・アクチュエータの作動、ＥＣＵ制御
　について理解する
・オート・エアコンのセンサ・アクチュエータの作動、ＥＣＵ制御について理解する

回数
形態

科 目 名 シャシ制御工学２ （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ﾘｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ式(異常検知回路)

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ﾓｰﾄﾞ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ式(構造と作動)

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ﾓｰﾄﾞ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ式(異常検知回路)

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ｴｱ･ﾐｯｸｽ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能 ﾓｰﾀ･ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ式

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ｴｱ･ﾐｯｸｽ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾓｰﾀ･ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ式

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能 ﾌﾞﾛｱ･ﾓｰﾀ

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾌﾞﾛｱ･ﾓｰﾀ

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ﾊﾞｽ･ﾗｲﾝを用いたｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ﾊﾞｽ･ﾗｲﾝを用いたｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｵｰﾄ･ｴｱｺﾝECU

構造･機能･点検 運転ﾓｰﾄﾞ、基本制御、補正制御

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

構造･機能･点検

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

構造･機能･点検

34 ○
科目認定試験① ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ

35 ○
科目認定試験② ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

33 ○

32 ○

31 ○

30 ○

29 ○

28 ○

27 ○

26 ○

25 ○

24 ○

23 ○
ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ﾘｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ式(構造と作動)

22 ○
ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ﾘｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ式(構造と作動)

21 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ﾘｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾛｰﾀ･ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ式

20 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ﾘｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾛｰﾀ･ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ式

19 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｽｲｯﾁ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

構造･機能･点検 ﾘｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ(構造と作動)

18 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 日射ｾﾝｻ

17 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

構造･機能･点検 温度ｾﾝｻ

16 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 論理ｾﾝｻ

構造･機能･点検 半導体式圧力ｾﾝｻ(異常検知回路)

科 目 名 シャシ制御工学２ （講義科目） （専門、必須）

回数
形態

テ    ー    マ 内          容



２．教科書、配布物

３．教材、教具

４．評価方法 科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

５．履修に当たっての留意点等

アンチロック・ブレーキ・システム及びオート・エア・コンディショナの

構造作動の知識から基本的な電気回路から故障探求まで理解する

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　シャシ電子制御装置



（専門、必須）

３学年 前期

３ 単位 [履修時間数 ２５

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

－

到達目標 ・教科書の内容を理解できる
・国家試験に出題されるポイントをおさえる
・ＣＮＧ車、筒内噴射ガソリン・エンジン、コモンレール式ジーゼル・エンジンの
　構造、作動、制御内容を理解する

科 目 名 新技術エンジン工学 （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

担当者名 高柳 守孝（実務経験無）

実務経験内容

燃料系ｼｽﾃﾑ、制御ｼｽﾃﾑ

／１時間＝９０分]

講義概要 圧縮天然ガス､筒内噴射式ガソリン・エンジン､コモンレール式高圧燃料噴射システムの
各最新エンジンの構造、作動、機能に加え、各種装置の取扱いや注意事項を含めた整
備技術を学ぶ。

単 位 数

燃料の貯蔵方式と分類　

1

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

天然ｶﾞｽの特性と他の燃料との比較

2 ○
天然ｶﾞｽ自動車の種類

○
圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車 CNG自動車の基礎、天然ｶﾞｽの特性

圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車

構造、機能　

ｴﾝｼﾞﾝ制御ｼｽﾃﾑの構成部品の配置、構造、機能

3 ○
圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車 圧縮ｶﾞｽ自動車の分類

概要

4 ○
圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車

CNGﾎﾞﾝﾍﾞ、ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ、燃料遮断弁
○

圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車

　

5 ○
圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車 構造部品の配置

構成部品の構造、機能

6

ﾌｨﾙﾀ、圧力計、ｾﾝｻ類

7 ○
圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車 燃料充填口、燃料配管ｺﾈｸﾀ、手動燃料遮断弁

8 ○
圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車

9 ○
圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車

燃料装置の点検整備を行う事業所
○

圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車

定期点検及び整備の要件と注意事項

CNG自動車燃料装置点検記録簿

圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車 CNG自動車の点検に係わる関係法規

10 ○
圧縮天然ｶﾞｽ(CNG)車 燃料装置に係る点検要領

ｶﾞｽ･ﾎﾞﾝﾍﾞ配管などの点検と整備作業

筒内噴射式ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ

11

概要  

燃料の燃焼

12 ○

燃料装置、高圧ﾌｭｰｴﾙ･ﾎﾟﾝﾌﾟ

15

ｶﾞｽ･ﾎﾞﾝﾍﾞの管理と再検査、燃料装置の構造基準抜粋

13 ○
筒内噴射式ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ

構造、機能 
○

高圧ｽﾜｰﾙ･ｲﾝｼﾞｪｸﾀ、吸気装置

14 ○
筒内噴射式ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ 構造、機能 



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

２．教科書、配布物

３．教材、教具

４．評価方法

５．履修に当たっての留意点等

単体部品

パワーポイント

科 目 名 新技術エンジン工学 （講義科目） （専門、必須）

16 ○
構造、機能 

電子ｽﾛｯﾄﾙ装置、燃料噴射装置

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

点検、整備の要領

高圧燃料系統、ｲﾝｼﾞｪｸﾀ、電子制御式ｽﾛｯﾄﾙ

17 ○
筒内噴射式ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ 構造、機能 

18 ○
筒内噴射式ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ

構造、機能、構成部品の配置

ｻﾌﾟﾗｲ･ﾎﾟﾝﾌﾟの作動

19 ○
ｺﾓﾝ・ﾚｰﾙ式高圧燃料噴射ｼｽﾃﾑ 概要　構造、機能、構成部品の配置

ｺﾓﾝ･ﾚｰﾙ

20 ○
ｺﾓﾝ・ﾚｰﾙ式高圧燃料噴射ｼｽﾃﾑ

構造、機能、構成部品の配置

ｴﾝｼﾞﾝECU、EDU、各ｾﾝｻ

21 ○
ｲﾝｼﾞｪｸﾀの作動

22 ○
ｺﾓﾝ・ﾚｰﾙ式高圧燃料噴射ｼｽﾃﾑ

23 ○
ｺﾓﾝ・ﾚｰﾙ式高圧燃料噴射ｼｽﾃﾑ 構造、機能

燃料噴射制御、制御の種類と内容

ｺﾓﾝ・ﾚｰﾙ式高圧燃料噴射ｼｽﾃﾑ

25 ○
科目認定試験

24 ○

燃料噴射装置、排出ｶﾞｽ浄化装置

筒内噴射式ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ

科目認定試験

点検、整備

ｺﾓﾝ･ﾚｰﾙ式高圧燃料噴射ｼｽﾃﾑ整備上の全般的な注意事項

ｺﾓﾝ・ﾚｰﾙ式高圧燃料噴射ｼｽﾃﾑ 構造、機能、構成部品の配置

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　自動車新技術

科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。



（専門、必須）

３学年 通年

３ 単位 [履修時間数 ２５

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

実務経験内容 －

科 目 名 新技術シャシ工学 （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]

担当者名

講義概要 無段階変速機(ＣＶＴ)や車両安定制御装置、ＳＲＳエア･バッグ及びプリテンショナ･
シート･ベルトの構造･機能を理解し、点検･整備のポイントを学習する。

到達目標 ・ＣＶＴ機構の構造作動を理解し、各レンジにおける制御を説明できる
・ＡＢＳ、ブレーキ・アシスト・システム、ＴＲＣ、ＶＳＣＳの作動を理解し違いを説
　明できる
・ＳＲＳエア・バッグ及びプリテンショナ・シート・ベルトの構造作動を理解し、安全
　な整備作業を実施できる知識を習得する

回数
形態

高柳 守孝（実務経験無）

1 ○
無段変速機（CVT） 概要

特徴、変速特性

テ    ー    マ 内          容

2 ○
無段変速機（CVT） 概要　走行性能曲線図の比較

構造･機能

3 ○
無段変速機（CVT） 構成部品の構造･機能

ｼｽﾃﾑの構成、変速機構　

4 ○
無段変速機（CVT） 構成部品の構造･機能　　

ﾄﾙｸ･ｺﾝﾊﾞｰﾀ、前進･後退切り替え機構、油圧制御機構

5 ○
無段変速機（CVT） 装置の制御

電子制御機構

6 ○
無段変速機（CVT） 装置の制御　電子制御機能

点検、整備

7 ○
車両安定制御装置 概要

構造、機能

8 ○
車両安定制御装置 ABS

9 ○
車両安定制御装置 ﾌﾞﾚｰｷ･ｱｼｽﾄ･ｼｽﾃﾑ

10 ○
車両安定制御装置 ﾄﾗｸｼｮﾝ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ

11 ○
車両安定制御装置 VSCS

構成部品の機能、VSCSの制御内容

12 ○
車両安定制御装置 VSCSの作動

ｵｰﾊﾞｽﾃｱ抑制作動

13 ○
車両安定制御装置 VSCSの作動

ｱﾝﾀﾞｽﾃｱ抑制作動、ｼｽﾃﾑ協調制御

14 ○
車両安定制御装置 点検、整備

15 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 概要

構造、機能　ｼｽﾃﾑの構成



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

２．教科書、配布物

３．教材、教具

パワーポイント

４．評価方法 科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

５．履修に当たっての留意点等

科 目 名 新技術シャシ工学 （講義科目）

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

（専門、必須）

16 ○
構成部品の構造･機能

17 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 構造、機能

18 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 構造、機能

ｼｽﾃﾑの作動過程

19 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 整備

20 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 点検、整備のﾎﾟｲﾝﾄ

21 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ SRSｴｱ･ﾊﾞｯｸﾞの廃棄要領

電気式･機械式の判別

22 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 作動処理作業手順

車内作動処理(電気式)

23 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 車外作動処理(電気式:車内作動可能型)

車外作動処理(電気式:車内作動不可型)

24 ○
SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 車外作動処理(機械式:運転席ｴｱ･ﾊﾞｯｸﾞのみ)

SRSｴｱ･ﾊﾞｯｸﾞ作動条件

SRSｴｱ・ﾊﾞｯｸﾞ&ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅ・ﾍﾞﾙﾄ 構造、機能

25 ○
科目認定試験 科目認定試験

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　自動車新技術

単体部品



（専門、必須）

３学年 通年

１ 単位 [履修時間数 １５

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

安全管理の意義 安全管理の意義、安全管理の重要性、安全管理と作業能率

災害のあらまし 不安全行動と不安全状態

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

・会社組織の概要を身につける
・エコアクション２１の活動を理解し、自主的に取り組める力をつける
・実作業における安全意識を身につける

単 位 数 ／１時間＝９０分]

科 目 名 総合診断・環境・安全 （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

担当者名 教員E（実務経験有）

2 ○

講義概要 環境に対する配慮も欠かすことはできない。本講義ではＣＳの理解をはじめ、地球環
境、産業廃棄物の処理要領等について説明し、また、自動車整備工場に特有の廃棄物
（タイヤ、フロン･ガス）や工場騒音についても適正な処置について習得する。

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

到達目標

1 ○
自動車整備に関する総合診断 ｻｰﾋﾞｽ産業の概要　

自動車整備に関する総合診断

自動車整備におけるｻｰﾋﾞｽ役務の提供、基本

ｻｰﾋﾞｽ産業としての自動車整備業

接客の基本手法と総合診断等に必要な知識

4 ○
自動車整備に関する総合診断

消費者契約法

自動車整備に関する総合診断

顧客満足度「CS」の概念　情報化社会での課題

自動車関係法令の適切な運用とその活用

自動車使用者の保守管理

6 ○

環境保全の現況

必要性

3 ○

再利用部品の活用（ﾘﾋﾞﾙﾄ部品、中古部品）

環境保全の必要性、環境保全への取り組み

7 ○

8 ○

5 ○

11

地球規模の環境保全とその

産業廃棄物とは　ﾏﾆﾌｪｽﾄ制度とは

9 ○

資源の有効利用 資源の有効利用による社会的貢献、資源有効利用の要件

○

産業廃棄物処理の影響と対応

ｴｱ･ﾊﾞｯｸ、ｶｰ･ｴｱｺﾝ用特定ﾌﾛﾝ（CFC12、HFC134a）

環境への影響、規制の内容、適正処理方法

おける環境保全

○

使用済自動車の問題　使用済自動車のﾏﾆﾌｪｽﾄ制度

12 ○

産業廃棄物処理の影響と対応

整備工場の環境対応

整備工場の環境への取り組み事例　

10

13 ○

産業廃棄物処理の影響と対応 ﾊﾞｯﾃﾘ、ﾀｲﾔ、冷却水（LLC）

PRTR法 環境への影響、規制の内容、適正処理方法　PRTR法概要

整備事業場等の固定施設に 概要

職場における防火防災

救急処置についての心得

科目認定試験 科目認定試験

14 ○

15 ○

整備事業場等の固定施設に 整備事業場に関連する廃棄物の処理対応

防火･防災の知識、危険物の貯蔵と取り扱い

救急処置の意義、一般的な注意事項、応急処置

災害の起こる要件、災害防止の急所

おける環境保全

安全のﾙｰﾙ、整理・整頓　作業上の注意事項

災害のあらまし

災害防止



２．教科書、配布物

３．教材、教具

４．評価方法

５．履修に当たっての留意点等

日本自動車整備振興会連合会発行　

科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

ＰＲＴＲ法、危険物指定数量の内容を押さえること

一級自動車整備士　総合診断・環境保全・安全管理 



（専門、必須）

３学年 後期

２ 単位 [履修時間数 ２０

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

教員D（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

科 目 名 法令・検査 （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]

講義概要 道路運送車両法、車両法施行規則、自動車点検基準、道路運送車両法の保安基準、自動
車関係法令を理解し、一級自動車整備士に必要な知識だけでなく、将来、自動車検査員
資格の取得にも対応できる技術、知識を身につける。

到達目標 ・自動車検査員レベルに準じた高い法令スキルの習得

回数
形態

担当者名

1 ○
道路運送車両法 第1章　総則

第2章　自動車の登録等

テ    ー    マ 内          容

2 ○
道路運送車両法 第3章　道路運送車両の保安基準

第4章　道路運送車両の点検及び整備

3 ○
道路運送車両法 第5章　道路運送車両の検査等

4 ○
道路運送車両法 第6章　自動車の整備事業

5 ○
道路運送車両法 第6章　自動車の整備事業

第7章　雑則

6 ○
道路運送車両法施行規則の別表施行規則別表第1～5

自動車点検基準 第1条～第2条

7 ○
自動車点検基準 第3条～第4条

8 ○
道路運送車両法～ 確認問題

自動車点検基準

9 ○
道路運送車両の保安基準　 第1章　総則　第1、2条

第2章　自動車の保安基準　第2条～第10条

10 ○
道路運送車両の保安基準　 第2章　自動車の保安基準　第11条～第14条

11 ○
道路運送車両の保安基準　 第2章　自動車の保安基準　第15条～第18条

12 ○
道路運送車両の保安基準　 第2章　自動車の保安基準　第20条～第26条

13 ○
道路運送車両の保安基準　 第2章　自動車の保安基準　第27条～第31条

14 ○
道路運送車両の保安基準　 第2章　自動車の保安基準　第32条～第35条

15 ○
道路運送車両の保安基準　 第2章　自動車の保安基準　第36条～第39条



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

２．教科書、配布物

３．教材、教具 なし

４．評価方法 科目認定試験を１００点、６０点以上を合格とする。

５．履修に当たっての留意点等

科 目 名 法令・検査 （講義科目）

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

16 ○

17 ○
車両法に関連する法律　 第2章　自動車の保安基準　第43条～第44条

18 ○
車両法に関連する法律　 第2章　自動車の保安基準　第45条～第48条

19 ○
車両法に関連する法律　 第2章　自動車の保安基準　第53条

確認問題

20 ○
科目認定試験 科目認定試験

日本自動車整備振興会連合会発行　法令教材

（専門、必須）

車両法に関連する法律　 第2章　自動車の保安基準　第40条～第42条



（専門、必須）

３学年 前期

１ 単位 [履修時間数 １５

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

担当者名 教員D（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

15 ○
科目認定試験 科目認定試験

14 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ 回生ﾌﾞﾚｰｷ制御、その他の制御

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の点検、整備　　練習問題

13 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ 昇圧ｺﾝﾊﾞｰﾀ、ﾊﾟﾜｰ･ｹｰﾌﾞﾙ

回生ﾌﾞﾚｰｷ制御

12 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ ｻｰﾋﾞｽ･ﾌﾟﾗｸﾞ、ｲﾝﾊﾞｰﾀ･ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ

ｺﾝﾊﾞｰﾀ駆動回路

11 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ ﾊﾞｯﾃﾘ冷却ﾌｧﾝ制御、均等充電制御

電池異常監視、ﾊﾞｯﾃﾘ電流ｾﾝｻ、SMR

10 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ HVﾊﾞｯﾃﾘASSY（ﾆｯｹﾙ水素ﾊﾞｯﾃﾘ）

ﾊﾞｯﾃﾘECUの制御、SOC制御

9 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ ﾌﾟﾗﾈﾀﾘ･ｷﾞﾔの共線特性と各運転状態

ﾓｰﾀ･ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ機構について

8 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ 動力分割機構

ﾌﾟﾗﾈﾀﾘ･ｷﾞﾔの共線特性と各運転状態

7 ○
駆動ﾓｰﾀ制御機構 回転ｾﾝｻ(ﾚｿﾞﾙﾊﾞ式、ﾎｰﾙ式）

ｼﾞｪﾈﾚｰﾀの役目、構造、作動

6 ○
駆動ﾓｰﾀ制御機構 ﾓｰﾀの構造(ﾛｰﾀ、ｽﾃｰﾀ）

ｺｲﾙ巻線（集中巻き、分布巻き）

5 ○
駆動ﾓｰﾀ制御機構 駆動ﾓｰﾀ回路

駆動ﾓｰﾀの電子制御、ｲﾝﾊﾞｰﾀ、PWM制御

4 ○
駆動ﾓｰﾀ制御機構 交流同期電動機の原理

駆動ﾓｰﾀ回路

3 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ ｴﾝｼﾞﾝ設計

高膨張比ｻｲｸﾙ･ｴﾝｼﾞﾝ、排気ｶﾞｽ

2 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の種類

駆動ｼｽﾃﾑ構成

1 ○
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ･ｼｽﾃﾑ 種類　ｼﾘｰｽﾞ･ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ、ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

　　　ｼﾘｰｽﾞ･ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

講義概要 主としてハイブリッド車の制御システムについて、種類、構造、作動及び各運転状態に
おける制御について学習する。特にモータ制御、インバータ制御については、最新の電
気自動車やハイブリッド・システムを事例としてより深く学習する。

到達目標 ・ハイブリット車の構造の理解をする
・システム制御について理解する

回数
形態

科 目 名 ＥＶ・ＨＥＶシステム （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]

テ    ー    マ 内          容



２．教科書、配布物

３．教材、教具

４．評価方法 科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

５．履修に当たっての留意点等

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　自動車新技術

全国自動車大学校・整備専門学校協会発行　　

次世代自動車システム　ハイブリッドおよび車両診断/電気自動車



（専門、必須）

３学年 通年

１ 単位 [履修時間数 ３０

１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

担当者名 教員D（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

・サーキット・テスタ、各種外部診断機の取り扱いができる
・自動車における信号電圧の確認と各センサの信号形態の良否判定ができる

15 ○
科目認定試験 科目認定試験

ｸﾗﾝｸ角、ｶﾑ角の回路点検

ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ式、磁気抵抗式
14 ○

ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀの点検

回路系統短絡故障の場合のECU回路の良否

判定、ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ特性不良診断　　

13 ○
ｽｲｯﾁﾝｸﾞ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀの点検 ｲﾝｼﾞｪｸﾀ回路点検、警告灯回路点検

ﾌｭｰｴﾙ･ﾎﾟﾝﾌﾟ回路点検、ｲｸﾞﾆｼｮﾝ･ｺｲﾙ回路点検

12 ○
周波数ｾﾝｻ系統点検

判定、ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ特性不良診断　　

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 ○
周波数ｾﾝｻ系統点検

○
周波数ｾﾝｻ系統点検

○
ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ系統点検

○
ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ系統点検

○
ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ系統点検

○
外部診断器

1 ○

○

○

○

電圧、電流、抵抗、半導体の測定

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ 真の実効値方式、平均値整流実効値校正方式

各種ﾃﾞｰﾀの出力

○
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ

外部診断器

内          容

回路系統短絡故障の場合のECU回路の良否

性能表の項目

ﾀﾞｲｱｸﾞﾉｰｼｽ･ｺｰﾄﾞの表示および消去

分流回路の測定、回路抵抗、解放電圧、有負荷電圧

分解能、許容範囲　

ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ特性不良診断

単 位 数

ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ特性不良診断　　

電気電子回路の測定技術

ﾌﾘｰｽﾞ･ﾌﾚｰﾑ･ﾃﾞｰﾀ

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾃｽﾄ、外部診断器の活用方法

ﾘﾆｱ、論理回路系統短絡故障の場合のECU回路の良否判定

ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ特性不良診断　　

ﾘﾆｱ、論理回路系統短絡故障の場合のECU回路の良否判定

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ

高度エンジン制御実習 （実習科目）

／１時間＝９０分]

講義概要

形態
回数

科 目 名

実施時期

到達目標

自動車システム工学科１級エンジニアコース

電源電圧の測定、分圧回路の測定、内部抵抗の影響

回路系統短絡故障の場合のECU回路の良否

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ 機能操作方法、電気的性能の確認

判定、ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ特性不良診断　　

ﾘﾆｱ、論理回路系統短絡故障の場合のECU回路の良否判定

電子制御式エンジンの各装置の機能確認と分解、点検、調整、整備、組立作業、故障探
求を行い、一級自動車整備士に相応しい知識と技能を習得する。

テ    ー    マ



２．教科書、配布物

３．教材、教具 外部診断器

教材車両

オシロスコープ

サーキット・テスタ

エンジン・シミュレータ

４．評価方法 科目認定試験９０点、レポート点１０点の合計１００点とし、６０点以上を

合格とする。

５．履修に当たっての留意点等

デジタル・サーキット・テスタの取り扱いを熟知すること

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　エンジン電子制御装置



（専門、必須）

３学年 通年

２ 単位 [履修時間数 ４５

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

定期点検整備、車検整備

定期点検整備ｹｰｽ 指定工場受注車として入庫する、登録車両の点検

定期点検整備、車検整備

定期点検整備ｹｰｽ 指定工場受注車として入庫する、登録車両の点検

自動車使用者の保守管理

応酬話法 自動車の改造等に対する対処と安全の確保

自動車関係法令の適切な運用とその活用

応酬話法 自動車整備におけるｻｰﾋﾞｽ役務の提供

接客の基本手法と総合診断等に必要な知識

応酬話法 自動車関係法令の適切な運用とその活用

自動車整備に関する総合診断 顧客満足度「CS」の概念

情報化社会での課題

整備業界全般の実務 指定工場受注車として入庫する、登録車両の点検

概算見積もり及び完成納期の説明計画

自動車整備に関する総合診断 自動車整備におけるｻｰﾋﾞｽ役務の提供

科 目 名 総合診断技術実習 （実習科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]

テ    ー    マ 内          容

講義概要 整備工場において、自動車の総合的な診断を行う。お客様から得た情報を元に故障原因
を推測再現し、より短期間で修理できるような整備プランを作成する。さらに、その整
備プランをお客様へ提案し顧客満足度を高められるような整備を展開する。

到達目標 ・効率的な診断のための問診を適確に実施できる
・問診の情報を元に車両診断を実施し必要な整備ができる

回数
形態

1 ○
巻き上げ機特別講習 巻き上げ機に関する知識

2 ○
巻き上げ機特別講習 巻き上げ機の運転に必要な一般的事項に関する知識

3 ○
巻き上げ機特別講習 関係法令

4 ○
巻き上げ機特別講習 実務教育

5 ○
整備業界全般の実務 整備業務の基本的な流れ

応酬話法の要点

7 ○

6 ○

9 ○

8 ○

11 ○

10 ○

13 ○

12 ○

14 ○
定期点検整備ｹｰｽ 指定工場受注車として入庫する、登録車両の点検

引き渡し、整備料金の清算･整備保証書の発行

15 ○
定期点検整備ｹｰｽ 指定工場受注車として入庫する、登録車両の点検

引き渡し、整備料金の清算･整備保証書の発行

担当者名 教員D（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事


